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第1回ワークショップ

【宇和島市】和霊校区 地区防災計画策定支援

防災科学技術研究所

災害時の地域課題の整理
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「地区防災計画づくり」のすすめ

2

地域課題に対し、理想的な災害時の対応とそ
のための平時の備えを検討します。

災害時の事態の流れイメージしながら、災害
時に懸念される地域課題を調査します。

地域の方々と対策を共有し、意見交換や防災
訓練などの方法で検証・見直します。

地域を取り巻く自然特性と社会特性を踏まえ
た災害特性を確認します。

スケジュール（案）

【8月25日】
勉強会

【1月●日】
第3回WS

【11月●日】
第2回WS

防災まちあるき

計画素案の作成

地域調整

地域発表会

ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する

【8月31日】
第1回WS
【9月28日】
第1回WS
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地域の災害特性を確認

3

地域を取り巻く自然特性と社会特性を踏まえた災害特性を確認します。

× →

（極端な）自然現象 （脆弱な）社会環境 （甚大な）被害発生

災害特性自然特性 社会特性

地域防災計画

ハザード
マップ

災害履歴

前回

資料集
8, 9,10

ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する
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NIED

宇和島市の地域特性（概要）

4

前回
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宇和島市の地域特性（人口・高齢化率、他）

5
高齢化率36.6%、財政力指数0.33を考慮した地区防災計画策定

前回
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未来の宇和島市（人口構成変化）

6和霊校区の高齢化率、人口構成、要支援者数は？

前回
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アンケートを踏まえた住民の意識
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0 20 40 60 80 100 120 140 160

a. 自宅や職場などが被災する可能性がある

b. 自宅や職場などは被災しないが孤立する可能性がある

c. 自宅や職場などが危険かどうかわからない

d. 安全な避難経路がわからない

e. 避難先（避難場所、避難所）がわからない

f. 指定された避難先の安全性に不安がある

g. いつ・どんなタイミングで避難すべきかわからない

h. どのように（手段）避難すべきかがわからない

i. どこから・どのように情報収集すべきかわからない

j. 誰に避難の相談をすればよいかわからない

k. 家族の安否確認やお迎え等ができるか心配

l. 家族を連れて迅速に避難することが難しい

m. 近隣に避難を手伝う必要のある世帯がある

n. 平日の日中の場合、家族との避難が難しい

o. 夜間・休日の場合、職場の災害対応・避難誘導が難しい

p. 家屋の倒壊の危険性（耐震補強の必要性）

q. 家具の固定

r. ブロック塀などの危険性

地震、津波や風水害、土砂災害からの避難について、あなたが不安に感じること

はありますか。

地震 津波 風水害 土砂

自宅もしくは職場は被災する可能性
があり、危険と認識している。

↓
避難はしたい！

けれど…
避難のタイミング、安全な避難経路は
わからない。
避難先はわかるが、その安全性につい
てはわからない。

自分だけなら
情報収集や誰かに相談をして、なんと
か避難はできる！

家族や近隣世帯のことを考えると
迅速に避難することは難しそう…。

さらに…
時間帯や、平日休日の違いにより避
難や避難誘導は困難になりそう。

地震の揺れに対して
半数以上の人が、家やブロック塀の
耐震に不安を感じている。

回答者数80名 複数回答
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地区ごとの不安なことの特徴

8

回答者数80名 自由記述

[柿原１～３]
南海トラフ、豪雨半々の記述
・避難場所が遠い
・ダムの放流、決壊
・土砂災害
・建物やブロック塀の倒壊

全地区共通：高齢者の避難に関する不安

[伊吹北1～2区、北宇和島]
豪雨に関する記述が多い
・道路陥没
・孤立
・土砂災害
・指定避難場所以外への避難
（福祉施設）

[伊吹東１～４区]
南海トラフに関する記述が多い
・道路冠水
・避難経路
・ダムの決壊
・孤立
・土砂災害

[泉町１～４丁目、伊吹西１区]
南海トラフ、豪雨半々の記述
・指定避難場所以外への避難
・土砂災害
・建物倒壊
・ダムの決壊

[和霊東町1～3丁目]
南海トラフに関する記述のみ
・建物やブロック塀の倒壊
・避難経路
・土砂災害

[和霊中町1～3丁
目、西/北通り]
豪雨に関する記述
が多い
・内水氾濫
・建物倒壊
・道路冠水
・土砂災害
・ダムの放流
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豪雨・土砂編（想定災害）
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洪水ハザードマップ

出典：宇和島市ハザードマップ（平成28年12月）

前回

地域の災害特性（前回）
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地震・津波編 （想定災害）
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愛媛県地震被害想定調査結果（最終報告：2013/12/26）で
は、南海トラフの巨大地震が発生した際に宇和島市で想定さ
れる被害として、以下のような結果が示されました。

宇和島市周辺の最高津波水位予測図
（南海トラフの最大クラスの津波）

前回
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地域防災Web
https://chiiki-bosai.jp

前回
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地域防災Web 検索

津波浸水深

揺れ全壊棟数

■宇和島市和霊地区
https://chiiki-bosai.jp/index.php?gid=14568

Step1
利用者登録
をしよう！

Step2
和霊校区の情報を

見てみよう！



20190928

皆さんの地域の計画で想定する災害を決めましょう

12

●豪雨・土砂 ●地震・津波

✎災害種にあったシートを選び
地区名を記入しましょう。

前回
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災害時の地域課題を整理

13

資料集
11

ステップ３
検討する

ステップ２
調査する

ステップ４
活用する

ステップ1
確認する

災害時の事態の流れをイメージしながら、災害時に懸念される課題を整理します。

災害時の事態の流れ（地震の例）

 年配の方が多く、平日の昼に
地震が行ったら、人手が足り
なくなりそうで・・・

 地域は古い家が集まって い
るけど、火事の対応は大丈
夫？

 私の地区には高齢者が多いけ
ど、避難支援はできる？

 高齢の方々は、大雨のとき、
早目に自主的に避難できるか
しら・・・

災害時の事態×地域の特性

 友だちが住んでいる高層マンションでは、
高層階へ食料や物資を提供できる？

 夫の職場の駅周辺は企業が多いけど、帰宅
困難者の対応は大丈夫？

 あの商店街は外国人が多いけど、避難誘導
ができる？
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災害時の課題＝災害時に地域が困ること

14

地 震

家族で介護をしているが、避難を
どうしたらいいのか困っている

就業中で、学校にいる
子供が無事か心配

連絡がとれない人に
情報を伝えたい

？ ☓
……

停電で、エレベーターが
使えず、避難できない

災害タイムライン（一般的な事例） ＋ 社会特性（地域の特徴） ＝ あなたの地区で困ること

災害時にどのような「困ること」が発生するかを、一般的な災害タイムラインを
参考にしながら、あなたの地区で特に「困ること」を理解。

資料集
12,13,14
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１．被災経験の共有

「平成30年7月豪雨」シナリオ（概要）

15

出典：「７月豪雨の概要及び被害の状況」（宇和島市復興計画策定委員会、平成30年10月25日）
「平成30年7月豪雨災害における初動・応急対応に関する検証報告書」（愛媛県平成30年7月豪雨災害対応検証委員会、平成31年3月）
災害時気象報告「平成30年7月豪雨及び5月20日から7月10日までの梅雨前線等による大雨等」（気象庁、平成31年2月）

（1）気象の概況：
• 西日本地方では台風の影響による雨が7月3日頃から降り続

いていたが、特に7月5日から8日にかけては、西日本から東
日本に停滞した梅雨前線が台風7号の影響により活発化。

• 日向灘から宿毛湾にかけて形成された線状降水帯により、
宇和島市含む南予南部にも豪雨が広がった。

（2）災害の発生状況（市内）：
• 吉田地区の河内川や立間川等で流下能力を超える河川氾濫
• 市内各所で多数の土砂崩れが発生
• 土砂等による道路の埋塞や橋梁への流木の集積による氾濫

（3）被害の概要（市内）
①人的被害：死亡12人（災害関連死1人含む）、負傷24人※1

②物的被害（住家のみ）：全壊60棟、大規模半壊102棟、
半壊781棟、一部損壊705棟※2

③被害の特徴：土砂崩れ・土石流の多発、浄水施設被害によ
る長期断水（吉田・三間地区）、農業関係者への影響
④避難の状況：最大避難所数41か所、最大避難者数1,149

人・628世帯

発災当時の気象状況（県資料より）

豪雨災害における洪水浸水地区の状況
（市資料より）

吉田地区の被害の様子（市資料より）

※1 平成30年9月25日現在
※2 平成30年10月1日現在
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「平成30年7月豪雨」（宇和島市）シナリオ（詳細１）
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災害
ﾌｪｰｽﾞ 経過 気象警報 須賀川の状況 避難情報

09:14 
大雨警報（土砂災害）

7/5 午前

7/6 午前 04:20
土砂災害警戒情報

02:32
大雨警報（浸水害）

10:00
須賀川ダムで最大毎秒
70トンの水を放流

05:00
避難勧告：津島町御槙、上槙、清満地区
の土砂災害警戒区域等

07:00
避難勧告：市内全域の土砂災害警戒区域等

警
戒
期

04:49
洪水警報

7/7 午前

06:28
記録的短時間大雨情報
（宇和島市付近で約100ミリ）

07:46
記録的短時間大雨情報
（宇和島市付近で約100ミリ）

09:00
避難勧告：須賀川周辺地域（恵美須町、鶴
島町、和霊元町、御幸町、朝日町、寿町、
和霊東町、和霊中町、住吉町）

応
急
期
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「平成30年7月豪雨」（宇和島市）シナリオ（詳細２）
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災害
ﾌｪｰｽﾞ 経過 気象警報 須賀川の状況 避難情報

15:49 
洪水警報解除

7/7 午後

7/8 午前 05:50
大雨特別警報（土砂災
害）

14:50
大雨特別警報（土砂災
害）切替：大雨警報
（土砂災害）、洪水警
報解除

17:00
須賀川ダムの放流終了

06:10 洪水警報

午後

06:05
土砂災害警戒情報解除

12:00 避難勧告解除

7/9 午前

09:55
大雨警報（土砂災害）
解除
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ワークショップの進め方
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１．地域課題の整理 ２．全体共有

平成30年7月豪雨時の対応を踏まえて、災害時の地域課題を時
系列で整理します。

各グループで議論した
ことを発表し、全体で
共有します。

（70分） （10分）

１．被災経験の共有（10分）

２．地域課題の整理（50分）

３．重要度の評価（10分）

資料集
15,16,17,18
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ワークシートのイメージ
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災害シナリオ
（想定）

災害時の地域課題
（困りそうなことや
協力して実施すること）

テーマ

30年7月
豪雨の経験
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議論のルール

20

【発言方法】

 災害時に困りそうなことややるべきことなど、自由にたくさんお話しください。

 聞き取りやすい声でゆっくりとお話しください。
・記録しやすいように

 自分と異なる意見でも、否定しないで聴きましょう

【役割分担】

 進行係、整理係、発表者を決めてください。

 （進行係）各テーブルでの議論の進行をお願
いします。

 （整理係）ワークシートへの付せんの貼り付
け・整理をお願いします。

 （各自）発言内容を付せんに書いてください。
・一枚の付せんに一つのことを書くように
・発言内容を細かく大きく書くように

●●が
できた

整理係やり
ます

●●は
困った

進行係やり
ます



20190928

個人

避難勧告が自地区に出
たのかわからなかった

21

１．被災経験の共有

班長

近所のおじいちゃんに
避難しようといっても
してくれなかった

個人の経験

地域の役割に基づいた経験

平成30年7月豪雨の被災経験（困ったことや実施したこと）を振り返って付せん
に書き出し、グループで一人ずつ経験を共有してください。

付せんには誰の目線で困ったのか（地域での役割等）を記入してさい。

ラインですぐに
親戚の安否確認

ができた

避難準備情報で
誰が避難すれば
いいのかわから

なかった

一人ずつ話しながら
時系列で左列に貼ります

（10分）

平
成
30

年
7

月

豪
雨
シ
ナ
リ
オ

役割

困りごと

役割

困りごと
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２．地域課題の整理
①テーマ選択

アンケート結果や被災経験のお話を踏まえて、皆さんの地域でこれから考えたい
テーマを、机上のテーマカードから２～３つ選びます。

うちの地区は
高齢者が多い

から…

うちはボランティ
アがたくさん来て
大変だったから…

【テーマカード】

※地震編・水害編 各12種あります

・・・ 裏面の説明を確認し
地区の特性に応じて
２～３つ選びます

（5分）
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災害時の対応と日頃の備え（地震）

No. テーマ 災害時の対応 平時の備え・訓練

- 身の安全 身を守る、出口の確保 家具固定、玄関整理、ｼｪｲｸｱｳﾄ訓練

1 安否確認 家族・近隣の安否確認 方法の検討、手段の確保、安否確認訓練

2 消火活動 出火元の確認、消火活動 人材の確保、機材の点検、消火訓練

3 被害確認 被害状況の把握、報告 方法の検討、手段の確保、情報伝達訓練

4 救出・救護 負傷者等の救出、救護 人材の確保、機材の点検、AED訓練

5 避難行動 住民等の避難・誘導 避難所・路の確認、避難方法の検討、避難訓練

6 福祉避難 要配慮者の避難支援 要配慮者・支援方法・福祉避難所の検討、避難訓練

7 避難生活 避難所の運営、生活の維持 避難所運営組織化、避難所運営訓練

8 給食・給水 給食・給水の実施 資源の確保・点検、炊出し・給水訓練

9 物資配分 必要な物資の把握・調達 資源の確保・点検、物資仕分け・配膳訓練

10 二次被害防止 二次災害の軽減活動 危険箇所の点検・改修、防災まちあるき

11 防犯・巡回 防火・防犯の見廻り 自警団や警察等との連絡体制づくり

12 受援調整 ボランティア組織等と調整 支援組織やボランティア組織と連携

地震
発生

約半日

約1日

約3日

約3時間

約1時間
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災害時の対応と日頃の備え（水害）

No. テーマ 災害時の対応 平時の備え・訓練

1 情報収集 気象情報の収集・伝達 気象情報・避難情報の理解、情報伝達訓練

2 水防活動 浸水の未然防止活動 危険・安全個所の確認、土のう点検、水防団と連携

3 安否確認 家族・近隣の安否確認 方法の検討、手段の確保、安否確認訓練

4 避難行動 住民等の避難・誘導 避難所・路の確認、避難方法の検討、避難訓練

5 福祉避難 要支援者の避難支援 要支援者・支援者・支援方法の検討、避難訓練

6 被害確認 被害状況の把握、報告 方法の検討、手段の確保、情報伝達訓練

7 避難生活 避難所の運営、生活の維持 避難所運営組織化、避難所運営訓練

8 給食・給水 給食・給水の実施 資源の確保・点検、炊出し・給水訓練

9 物資配分 必要な物資の把握・調達 資源の確保・点検、物資仕分け・配膳訓練

10 二次被害防止 二次災害の軽減活動 危険箇所の点検・改修、防災まちあるき

11 防犯・巡回 防火・防犯の見廻り 自警団や警察等との連絡体制づくり

12 受援調整 ボランティア組織等と調整 支援組織やボランティア組織と連携

浸水
発生

約1日

約3日

約半日

前日

約3時間前
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２．地域課題の整理
②課題の整理

②選んだテーマについて、災害時に地区として困りそうなことや実施したいこと
を話し合い、付せんに書いて時系列に整理します。

地震発生
直後は？ 各組で安否確認

して班長に報告

報告のない班が
あったらどうす
ればいいか？

・・・

・・・

・・・

・・・

翌日まで
連絡がとれな
かったら？ 発言内容は各自付せんに

書き、時系列で貼ります

（40分）
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３．重要度の評価

④書き出した課題について重要度を評価し、付せんにシールを貼ります。重要度
は、今後優先的に対策を検討すべきかどうかで相対的に評価します。

評価のしかた
重要度 高：●●●
重要度 中：●●
重要度 低：●

各組で安否確認
して班長に報告

●●

避難所で情報共
有会議を開く

●●●

次回ワークショップ以降、重点的に
対策を検討したい項目を抽出します

（10分）

安否確認 避難生活
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①

②

③
●発表内容

①被災経験を通して感じたこと１つ

②地域でとりあげたテーマ2~3つ

③テーマに対する最重要課題を１つずつ

③ ③

（10分）（1班２分）


